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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
八
年
、
一

九
九
六
年
、
丙

子
年
を
皆
様
と
と
も
に
新
し
い
抱

負
と
自
覚
を
も
っ
て

迎
え
た
い
と

存
じ
ま
す
。

昨
年
は
亥
の
年
、
猪
突
猛
進
を

セ
ー

ブ
し
な
が
ら
力
強
く
前
進
の

年
と
し
て
期
待
し
て
お
り
ま
し
た

。

し
か
し
な
が
ら
、
年
明
け
早
々

の
阪
神
淡
路
大
震
災
に
続
き
、

サ

リ

ン
、
オ
ウ

ム

事
件
、
バ
ブ
ル
崩

壊
の
不
況
の
な
か
、
金
融
機
関
の

相
次
く
不
祥
事
、
最
後
は
国
会
議

員
の
逮
捕
と
、
波
乱
万
丈
。
震
。

の
年
で
あ
り
ま
し
た

。

但
し
、
幸
い
に
も
重
信
町
に
於

き
ま
し
て
は
、
議
会

・
町
民
各
位

ザιけめぶ

つ~ 、 hあ

の
ご
協
力
の
も
と
待
望
久
し
か

っ

た
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
等
の
着

工
、
老
朽
化
に
伴
う
ゴ

ミ
焼
却
場

の
新
設
、
上
林
地
区
に
お
け
る
集

落
排
水
事
業
の
着
工
等
、
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
順
次
そ
の
緒
に
つ

く
事
が
出
来
ま
し
た

。

昨
年
十
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

国
勢
調
査
に
於
い
て
は
、

人
口
総

数
二
二
、
五

一
七
人
と
な
り
、
人
口

の
増
加
数
は
松
山
市
に
次
い
で

二

位
と
な
り
ま
し
た

。

今
後
も
県
下

第
二
の
雄
町
と
し
て
更
な
る
飛
躍

を
目
指
し
、
き
め
細
か
い
行
政

サ

ー
ビ
ス
を
充

実
し
、
強
力
に
推
進

し
て
参
り
ま
す

。

ま
た
、
ハ
l

ド
面
の

施
設
の
充

実
は
も
ち
ろ
ん
の
事

、
ソ
フ
ト
而

に
於
い
て
、
町
民
が
真
に
豊
か
さ

や
生
き
が
い
が
実
感
で
き
る
よ
う

な
施
策
、
そ
れ
を
基
本
姿
勢
と
し

て
絶
え
ざ
る
町
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
と
の
対
話

・

ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
加
を
モ

ッ

ト
ー
に
行
政
の
展
開

を
図
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す

。

今
年
は
町
制
施
行
四
十
周
年
を

迎
え
、
数
々
の
記
念
行
事
を
計
画

中
で
あ
り
ま
す

。

二
十

一
世
紀
へ
向
け
て
の
節
目

の
年
と
し
て
、
覚
悟
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す

。

本
年
が
町
民
各
位
に
と

っ

て
す

ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

桁
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す

。

桔f:.b. 
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平
成
八
年

冗
日一

信

重

田T

田I

和
田

治
樹

長

助
役

収
入
役

教
育
長

八
木
淳
一
郎正

謙
一

高 和
橋田

と
こ
ろ
で
最
近
は
、
七
種
の

草
を
セ
ッ
ト

に
し
て
鉢
植
え
に

一
月
七
日
は
、
七
草
が
ゆ
を
し
た
も
の
も
売
っ
て
い
ま
す
し
、

食
べ
る
日
で
す
ね
。
こ
の
風
習
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
に
し
た
七
草

は
平
安
時
代
か
ら
あ
っ
た
よ
う
が
ゆ
も
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
七

で
、
『

枕
草
子
』
に
も
登
場
し
て
草
を
フ

リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
に
し
た

い
ま
す
。

古
く
は
セ
リ
、
ナ
ズ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
、

ナ
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
、
ハ
コ

ベ
、
ホ
か
ゆ
に
入
れ

れ
ば
い
い
わ
け
で

ト
ケ
ノ
ザ

、
ス
ズ
ナ
、
ス
ズ
シ
す
。
こ
れ
を
ふ
り
か

け
代
わ
り

ロ

の
春
の
七
草
を
、
薬
(
熱
い
般
に
ご
飯
に
か

け
て

食
べ
る
人
も

い
物
)
に
し
て
食
べ
る
と
万
病

\
引
ノ
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

を
除
く
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

ぷ
句

七
草
を
食
し
て
新
し
い
年
を
元

そ
の
後
、
七
草
を
か
ゆ
に
入

\
/

気
で
過
ご
し
た
い

と
い
う
気
持

〉
吊

/

れ
る
の
が
一
般
的
に
な
り
ま
し

一桐
ω
一ち
に
は
変
わ
り
は
な
い
わ
け
で

た
。

七
草
を
ま
な
板
の
上
に
置
す

。
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ZRι4すめぶ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
る
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

一
連
の
オ
ウ
ム

真
理
教
事
件
、
い

ま
だ
不
況
を
脱
し
て
い
な
い
国
内

産
業
(
経
済
)
、
金
融
機
関
の
経
営

破
た
ん
な
ど
、
お
も
え
ば
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
が
多
く
、
特
に
阪
神
、
淡

路
大
震
災
で
は
、
復
興
が
進
ん
で

い
る
と
は
い
え
、
仮
設
住
宅
そ
の

他
問
題
が
今
だ
山
積
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
た
だ
、
そ
の
中
で
震
災

後
、
自
発
的
に
多
数
の
若
者
等
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た

事
実
は
、
明
る
い
光
と
し
て
と
ら

3 

え
て
お
り
ま
す
。

き
て
、
近
年
の
社
会
・
経
済
情

勢
は
国
際
化

・

高
齢
化
が
進
展
し

行
政
の
需
要
は
複
雑
・
多
様
化
し
、

今
回
の
地
方
分
権
推
進
法
に
よ
る

地
方
の
取
り
組
み
、
新
食
糧
法

の

施
行
に
よ
る
農
業
の
変
ぼ
う
な
ど

行
政
の
役
割
が
非
常
に
重
要
と
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す

。

本
町
に
お
き
ま
し
で
も
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
積
極
的
に
各
種
の

事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

。

今
年
は
町
制
施
行
四
十
周

年
を

迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト

等
を
計
画
し
て
お
り
、

操

重信町議会議長

丹生谷

こ
の
「
節
目
」
の
年
を
契
機
と
し

て
更
に
研
鎖
し
、
時
代
に
対
応
し

た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
快
適

な
生
活
環
境
、
福
祉
の
充
実
、
産

業
の
振
興
、
教
育
文
化
の
向
上
、

活
力
あ
る
町
勢
進
展
に
遁
進
し
、

最
善
を
尽
く

し
、
町
民
の
負
託
に

応
え
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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き
、
「
七
草
な
ず
な
、
唐
土
の
鳥
さ
て
、

一
月

二
十
六
日
は
「
文

が
日
本
の
土
地
に
波
ら
ぬ
先
に

言
邑
ン
化
財
防
火
デ
l

」
で
す

。

昭
和

七
草
な
ず
な
を
摘
み
そ
ろ
え

f

h

二
十
四
年
の
こ
の
日
に
、
法
隆

:
:

:
」
と
唱
え
な
が
ら

包
丁
や
A

，

u
y寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
損
し
ま
し

す
り
こ
ぎ
で
音
を
出
し
て
た
た

/
川
け
にた。

こ
の
時
期
は
火
災
が
多
く

く
風
習
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
発
生
し
ま
す

。

貴
重
な
文

化
財

に
な
り
ま
し
た

。

鳥
追
い
の
歌
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る

の
よ
う
で
す
。
ょ
う
、

一
人

一
人
が
注
意
し
ま

旧
暦
の
時
代
は
野
に
出
て

若
し
よ
う

。

葉
を
摘
ん
だ
も
の
が
、
新
暦
に

な
っ
て
か
ら
は
雪
深
い
と
こ
ろ

な
ど
で
は
七
草
を
そ
ろ
え
る
こ

と
が
難
し
く
、
一
1

二
種
類
の

菜
だ
け
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。謹

賀

新
平
成
八
年

重
信
町
議
会

議
長
丹
生
谷
操

副
議
長
佐
伯
正
夫

議
員

浜
田
卯
三
郎

八
木

昌
延

佐
伯
強

佐
伯

重

平
岡
収

高
須
賀
徳

大
西
茂
徳

高 山松野;]主牧窪
橋内下中部 田

年
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... 野
田
地
区
に
お
い
て
施
工
し
て

い
ま
す
土

地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
、
同
事
業
区
域
内
及
び
周
辺
区

域
の
大
字
が
図
の
よ
う
に
変
更
に

な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
に

併
せ
、
小
字
も
廃
止
に
な
り
ま
す

。

詳
し
い
こ
と
は

役
場
総
務
課
ま

た
は

都
市
整
備
課

へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

戸
」

」3
n

変
更
の
区
域

国
道
日
号
線
か
ら
北
側
の
大
字

南
野
田
及
ぴ
北
野
田
の
区
域

{7IJ 

野田土地区画監理事業
施工区域外 ~ 

lも

t '--- 、

Jl (~IJ 

野[日 三 丁 目 l二」

第
百
五
十
八
山
重
信
町
議
会
定
例

会
は
、
十
二
月
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、

十
五
日
ま
で
の
四
日
間
の
会
期
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
及
び

一
部
改
正
な
ど
十

七
議
案
を
原
案
可
決
、
同
意
し
、
決

算
認
定
議
案
七
件
は
総
務
委
員
会
で

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た

3

一
般
質
問
は
、
五
名
の
議
員
か
ら
、

機
構
改
革
等
(
女
性
職
員
の
育
成
)
、

零
歳
児
保
育

・

延
長
保
育
、
広
成
基

幹
林
道
の
促
進
、
し
押
収
問
題
、
浄
化

槽
関
連
、
登
校
抱
一
台
・

不
査
校
問
題
、

コ
メ
減
反
中
止
と
国
際
貢
献
、
危
険

物
・

粗
大
ゴ
ミ
の
集
積
所
、
生
活
道

路
の
新
詰
改
良
舗
装
等
の
地
元
負
担

金

の
軽
減
、
農
業
基
盤
整
備
等
、
竺

活
・

商
工
業
の
用
水
確
保
主
ど
、
心
行

方
面
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た

。

Af
刷
決
議
さ
れ
た
主
な
も

の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

-

清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業

三
九
六
、
五

一
六
千
円

・

環
境
衛
生
事
業

(
衛
竺
組
合
負
担
金
)

七
七
、
六

一
七
千
円

・

都
市
怒
備
事
業五

三
、

二

一
九
千
円

。
一農
業
集
議
俳
ホ
補
正
，
十
伯仲

一
般
会
計
六
億
三
百
四
十
六
万
円

(
累
計
六
十
七
億
九
百
六
十
六
万
円
)

を
補
正

-

集
落
排
水
処
哩
施
設

等

二
O
七
、

一
間
五
千
円

。
条
例
関
係
等

・

職
員
の
給
勺
条
例
の
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
凶
家
公
務
員

の
給
与
改
正
に
準
じ
て
、
職
員
の
給

与
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す

。

-

争点
設
置
粂
例
の
改
正

行
政
改
革
に
伴
い
.
時
代
に
即
応

し
た
組
織
と
し
て
符
部
門
の
業
務
の

見
直
し
を
行
い
、
課
の
編
成
を
行
う

も
の
で
す

G

-

町
長
の

資
産
等
の

公
開
条
例
制
定

町
長
の

資
産
・
所
得
等
の
報
告
書

を
規
定
に
よ

っ

て
作
成
し
、
公
開
す

る
も
の
で
す

。

-

町
立
幼
稚
園
の
蹴
質
問
等
改
正

町
立
幼
稚
聞
に
入
国
す
る
時

の
人

閣
料
の
績
を
千
円
か
ら
瓦
千
円
に
改

正
す
る
も
の
で
す

。

。
工
ぃ
巾
申
請
負
契
約

上
林
地
区
集
落
排
水
処
理
胞
設
の

よ
事
を
、

三
億
五
千

二
百

二
十
六
万

円
で
ダ
イ
キ
株
式
会
社
と
工
事
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
叶
決
し
ま

し
た

。

(
-
U
固
定
資
産
評
価審

査
委
員

の
選
任

同
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委

員
に
制
服
忠
敬
氏
{
見
奈
良

H

斜
)
を

選
任
す
る
こ
と
に
、
同
志
し
ま
し
た

。



今
月
よ
り
粗
大
ご
み
を
毎
月
回
収
し
ま
す

今
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

は
、
平
成

一応
年
四
月

二
日
か
ら

平
成

二
年
四
川

一
円
の
聞
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
で
す
。
二

月
中
に
町
教
育
委
員

会
か
ら
保
護
者
あ

て
に
就
学
通
知
を

送
付
し
ま
す

3

転
問
等
の
一事
情
で
届

か
な
い
場
合
は
、
町
教
育
委
員
会
ま

た
は
該
当
校
区
の
小
学
校
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

尚
、
身
体
的
な
こ
と
、
経
済
面
で

不
安
の
あ
る
方
は
、
該
当
校
区
の

小

学
校
に
ご
相
談
下
さ
い

。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
教
育
委
員
会

教
務
課
宮
九

六
問
ー

一
ι

o
o
t

粗
大
ご
み
の
増
大
に
伴
い
、
従
来
二
ヶ
月
に
一
回

で
あ
っ
た
回
収
回
数
を

、

一
月
か
ら
毎
月
一
回
(
二

十
八
日
)
に
回
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

家具矧 タ/ス 机、尚子、ヵーへ γ ト、ノ |
ファ 一 、 下!tHíL 等

家電製品矧 テ レビ、こたつ、ストーフ、 i令Jr.&. hli 、

i光i誤機. ステレオ、 ビデオデゾキ、

扇風機、 電 j二レンジ、知除後、ラジ

オカセ・ソ ト、トースター、 エアコ ン 、

パソ コ ン、等

*物:tri 1=1転車、 三輪車、乳母車、おもちゃ

の来!I'l司!等

て の {也 布団、 毛布、ふすま、戸、附子 、 ゴ

ザ、 トタン板、ウレタン ? γ ト、ウ

ーテ ンレール、ガス コ ンロ、:ら

横
河
原
地
区
に
つ
い
て
は
、
毎
月
二
十
七
日

、

間
収
日

の
当
日
、

午
前
八
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

に
出
す
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

, 、

，

、
O

J
 一‘

/

ヤ

シ
.

ヘ司
/

.

4
 

ごみの種類

回
収
す
る
粗
大
ご
み

の
種
類

、

と
お
り
で
す

。

J
寸
っ
て
下
さ
い
』

ー
、
ス
ト
ー
ブ
は
完
全
に
燃
料
を
抜
い
て
下
さ
い

。

2

、
ガ

ス
コ
ン
ロ
等
乾
電
池
が
入

っ

て
い
る
も
の
は
、

乾
電
池
を
出
し
て
下
さ
い
。

3

、
ト
タ
ン
板
等
、
長
い
も
の
は

一
m
程
度
に
し
て
縛

っ
て

下
さ
い

0

4

、
収
集
日
の
前
日
以
前
に

ご
み
を
出
し
て
い
る
の

を
見
か
け
ま
す

。

必
ず

、

当
日
の
午

前
中
に
出
し

て
下
さ
い
。

出
そ
う
と
思
う
ご
み
が
組

大
ご
み
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
時
は
、
役
場
福
祉
課

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

凶
収
指
定
場
所
は
別
表
の

必
ず

地 区 場 P片 地区 r勿g 所

山 之内 荒木谷ノ fス停 牛j員IJ団地 ポンプ室横

樋 口 樋口公民館 t通 午 i~IJ団地駅北東

械 iiq J点 横河原公民館棺l {語熔台団地 {益踏台 l型地公民館

志 i全川 ;.bi'fl:) I I グランド ~ï ~守田 I布野Etl Îi設置所内

八反地墓地南米 ~t !l'-r EB 大地泉南

西 岡 p_q岡公民館 !I: i刈団地西

池ノ下集会所 北野台団地 北野台団地公民館

見 奈 良 見祭良公民館 新 キナ IEリA新村支FiJí 南

I:n 窪 出窪11己荷場 林 思地橋

隻手薬師寺北 上林j寵置所機

113窪同地 i封窪遊尉I也前 -f. 中本 ー ド林公民館

法IJ よn員IJ 公民館 ートー 十，t ]A上村支所前

抗li池公民館

10 月 1 日現在で実施しました「平成7年国勢調査」

の概数(速報)によ る重信町の結果は、 上記のとお

りです。 前肢lの調査(平成2年)に比べて . 人口は975

人 (4.5%増)、位帯数は719 世帯 00.8%増)増加し

ました。

こ の誹l査の実施に当た り、こIhJJ 7J \, 、ただきまし

た町民の皆さん、調査員の皆さんに心よリお礼を

1=1"1 し上げま す。

※後日、総務庁統計局が公表する結果と奥なる場

合があります。

-国勢調査
22 ， 517人

7 ， 350世帯

ご協力ありがとうございました

回収場所

人口

世帯数

5 



すιけのぶ

健
康
優
良
家
庭表

彰

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で

は
、

健
康
づ
く
り
推
進
大
会

(
平
成
七
年
十
一
月
二
十
六
日

開
催
)
に
お
い
て
三
年
間
(
平

成
四
年
度
か
ら
平
成
六
年
度
)

と
一
年
間
(
平
成
六
年
度
)
医

療
機
関
で
受
診
せ
ず

、

か
つ
保

険
税
を
完
納
さ
れ
た
八
十
五

世
帯
を
健
康
優
良
家
庭
と
し

て
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
家
庭
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

(
名
簿
は
世
帯

主
の
氏
名
)

見 横樋
池 奈 一 土時 河 和田
良原口

川 橋居松田中

理
悪
子

光
子

千ハ厚
代ル
子子男

信

子

牛田
上遠相東 高小秋
泊l 窪
野藤原 岡崎山

貞昭喜
美

男 二 恵

久
子

喜
美
子武

イ
マ
子

新
宮

南
野
田

平
岡

北
野
田

八
塚

上

林
i

l
 

・3
町
立
ロ

上
村幸平

川
川

山
之
内

秋

山

樋
口世
良
恒
岡
藤
田
和
田
和
田
中
島
柴
田

横
河
原

二
{
呂

越
智

高
須
賀

直
2
n
μ

土
止

'年
ハ

商
回

二

{
呂

客
野
瀧
本

志
津
川

伊
藤

冨

城

山
本
波
部
佐
伯

石

山

山
本

i南美ア清 利 多冨
代ヤ 喜美
子子 JB 行勉男江

寅和重雅馬光勝孝

一

末
松

ミ
サ

子

信
尋
清
志
公
壱
順
子

国 見西
柳日 j度 西奥jJ黍菊 ìl支 j度松東坂桐 和 池藤 章 和 i度 奈 松丹北 烹

窪 良 生 岡 下
本間泉川原田部本谷岡 コ

ノレ

ド
ア
τ7 

L 

房夫子徳 明未 子敏悟

資
寸

キ
ヨ

子

ツ
ギ

武康正

原野部原平岡池部部田

フ
ミ

コ

エ
ツ

子

温
雄

丸

子

時
子

成

美肇

弘
之

貢

貞
由

区
長

，
s
守
ι
・規

口
木
利

イ
ツ
カ

意人龍明求

牛
湖高

須
賀

清
水

￥
之

w
n
v

洞
化
立
ロ

大
森
莞
毎輿
鍋

『
1

以
古

山
下
関
谷
岡
本

北
野
田

井
門
中
嶋

上
林森森

下
林市

]

λ乙
，J

4
ふ
q
，

E

本
ぺ，

直
杉
野
中

木
山
林

森井
上

上
村永
野

会ι
、、

ト
訓
刊
亡
、

R
υ

布
」
メ
白

μ

祐ア
キ
ヨ

カ
メ
ヨ

久
男
師
良
定
子

万
喜
子

久
子
豊
子

寿

忠

雅
子
孝
子

美
悪
子

早鶴

苗美

富
士
雄

貞
信

孝尻福義政武
市

代 JE 松雄治虫lí

11芸

士口

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

老
齢
基
礎
年
金
は
、
物

価
が
上

が
れ
ば
自
動
的
に
年
金
額
が
上
が

る
「
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
L

を
導
入

し
て
い
ま
す

。

そ
の
た
め
、
年
金

を
満
額
受
給
し
て
い
る
方
と
そ
う

で
な
い
方
で
は
、
年
金
額
の
差
が

年
々
大
き
く
な
り
ま
す
。
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
満
額
の
年

金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い

。

ま
た
、
万

一
、
障
害
者
に
な
っ

た
り
、
死
亡
し
た
場
合
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
加
入
期
間
の

三

分
の
二
以
上
の
保
険
料
納
付
期
間

が
必
要
で
す

。

(
納
付
期
間
を
満
た

さ
な
く
て
も
、
初
診
日
ま
た
は
死

亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の

一
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な

け
れ
ば
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。

)

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
は
、
免
除
の
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
課
国
民
年
金
係

官
九
六
凹
|

二
O
O

一
間

内
線
二
コ
二
・

二
三
二

篤

志

付

寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。

越
智
文
六
さ
ん
(
下
林
)

西
岡
子
供
会
の
皆
さ
ん

野
首
友
近
さ
ん
(
上
村
)

山
内
哲
志
さ
ん
(
上
林
)

重
信
町
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
の

皆
さ
ん

西
原
節
子
さ
ん

前
園
ミ
ヤ
子
さ
ん

(
志津
川
)

(
上
林
)



老人ホームを
ご案内いたします:

2に乙4すめ.3:

3F 

ケ
ア
ハ
ウ
ス

、-

O
利
用
で
き
る
人

お
お
む
ね
六

O
歳
以
上
の
方
で
、

独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が

あ
る
方
。

ま
た
、
ご
夫
婦
だ
け
で

生
活
す
る
に
は
不
安
が
あ
る
方
で
、

家
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
な
方

。

O
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

生
活
相
談
、
入
浴
、
食
事
な
ど

の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
緊
急
時
の

対
応
、
趣
味
活
動
や
レ
ク
リ
エ
|

、
ン
ヨ
ン

笠
寸
。

-

居
室
に
は
、
佃
入
居
室
(
十
八
部

屋
)
と

、

夫
婦
居
室

(
六
部
屋
)
が
あ

り
ま
す
。

-

す
べ
て
の
居

室
に
、
専
用
の
屯

話
、

風
呂

、
ミ
ニ
キ
ッ

チ
ン

、
エ

ア
コ
ン
(
冷
暖
房
機
)
が
完
備
さ
れ

て
い
ま
す

。

O
費
用

利
用
者
ご
本
人
の
前
年
中
の
所

得
(
年
金
や
思
給
な
ど
の
収
入
傾
)

に
応
じ
て
、
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。

O
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

特
別
養
護
老
人
ホ
1

ム
久
万
の
坐

8
0
八
九
二
l

二
一
1

一
0
0
0

F
 

2
 

特別養箪老人ホーム

O
利
用
で
き
る
人

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
常
時
の
介
護
が

必
一安
で
あ
り

、

自
宅
に
お
い
て
適
切
な
お
世
話
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
方

。

O
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

常
時
の
介
護
、
食
事
、
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
の
世
話
、

レ
ク
リ

ェ
ー

シ
ョ
ン
や
生
活
向
上
の
た
め

の
指
導
等

。

O
費
用

利
用
者
ご
本
人
の
前
年
中
の
所
得
(
年
金
や
恩
給
な

ど
の
収
入
額
)
に
応
じ
て
、
費
用
の

一
部
を
本
人
負
担
金

と
し
て
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す

。

ま
た

、

同
居
の
家
族
の
方
に
、
課
税
額
に
応
じ
て
、

費
用
の

一
部
を
扶
養
義
務
者
負
担
金

と

し
て
ご
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す

。

O
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

役
場
福
祉
課

岱
九
六
四

1

二
O
O

一
間

ショートステイ施霞

お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
で
身
体
が
不
自
由
な
方
や

痴
呆
な
ど
に
よ
り
お
世
話
の
必
要
な
方
を
お
預
か
り

し
、
ご
家
族
に
代
わ

っ

て
お
世
話
を
し
ま
す

。

O
利
用
で
き
る
人

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
の
方
で

、

ね
た
き
り
や
痴

呆
な
ど
に
よ
り
、
ご
自
宅
で
の
お
世
話
が
必
要
な
方

。

O
利
用
で
怠
る
と
き

ご
家
族
が
介
護
者
の
病
気
や
け
が
、
冠
婚
葬
祭

、

農

繁
期
の
多
忙
、
介
護
疲
れ
、
旅
行
な

ど

で

一
時
的
に
介

護
が
で
き
な
い
場
合
。

O
利
用
期
間

一
回
当

た
り
七
日
以
内
、
事
情
に
よ
り
十
四
日
ま
で

期
間
延
長
で
き
ま
す

。

O
送
迎

希
望
に
よ
り

、
車
椅
子
兼
寝
台
車
(
リ
フ

ト
パ
ス
)
に

て
送
迎
し
ま
す

。

O
費
用

一
H

二
千
百
二
十
問

(
国
の
基
準
領
改
定
が
あ
り
ま

す
。
)

O
備
考

現
在
、
シ
ョ

ー

ト

ス
テ
イ

を

希
望
の
場
合
は
、
重
信

町
が
契
約
を
し

て
い
る
既
存
の
施
設

で

の
利
問
が
で
き

ま
す
の

で
、
お
問
い

AH
わ
せ
下
さ
い

。

役
場
福
祉
課

岱
九
六
回

l

二
O
O

一
附

lF 

在宅介護支擾センター

在
宅
介
護
に
つ
い
て
の
あ

ら

ゆ
る
相
談
に
、

休
、
二
十
四
時
間
体
制
で
お
答
え
し
ま
す

。

O
利
用
で
き
る
人

在
宅
介
護
者
、

ひ
と
り
暮
ら

し

の
お
年
寄
り
、
高
齢

者
世
帯
の
方
な
ど

。

O
サ
ー

ビ
ス
の
内
容

・

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
(
訪
問
に
よ
る
相
談
も

行

う
予
定
で
す

。

)

・

介
護
用
品
の
相
談
や
紹
介

-

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
方
の
手
続
き
の
代
行

・

福
祉
・

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
お
世
話
し
ま
す

。

O
業
務
開
始

平
成
八
年
四
月

年
中
値
…

デイサービスセンター

日
帰
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

。

O
利
用
で
き
る
人

重
信
町
に
住
ん
で
い
る
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

方
で
、
ね
た
き
り
や
痴
呆

の
た
め
に
お
世
話
の
必
要
な

方
。

O
サ
ー
ビ
ス

の
内
容

・

送
迎

-

入
日
以
山

・

給
食

-

健
康
チ
エ
Y

ク

・

生
活
相
談

-

リ
ハ
ビ
リ
(
機
能
回
復
訓
練
)

・

家
族
介
護
者
教

室

-

訪
問

入
浴

・

訪
問
給
食
(
配
食
サ
ー
ビ
ス

)

一
日
六
時
間
程
度
、
月

三
i

四
回
利
用
で
き
ま

す
。

た

だ
し
、
ご
家
肢
が
送
迎

さ

れ
る
場
合
は
、
い

つ
で

も
利
用
で
き
ま
す

。

O
費

用

一
一
凶六
百
円
(
予
定
)

O
問
い
合
わ
せ
先

特
別
養
護
老
人
ホ
|
ム

久
万
の
旦

8
0
八
九

二
l

二
一
l

一
0
0
0



1 月の納税
町県民税第4期

国民健康保険税第7期

納税期限 1 月 31 日嗣

正
レ
い
確
定
申
告
を
お
車
め
巴

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

二
月
十
六
日
樹
か
ら

三
月
十
五
日
悩
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正

し
く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
算

出
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と

っ
て
い
ま
す

。

所
得
金
額
や
税
額
を
正
確
に
算

定
し
、
申
告
と
納
税
を
期
限
内
に

お
済
ま
せ
下
さ
い

。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混
雑

し
、
落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な

か
っ

た
り
、
長
時
間
お
待
た
せ
す

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
税
務
署
か
ら
指
定
さ

れ
た
相
談
日
に
、
そ
の
他
の
方
も

早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
あ

わ
て
な
い
で
済
む
よ
う
に
、
今
か

ら

必
要
書
類
な
ど
を
準
備
し
て
お

え
」
宇
品
し
ょ
、
っ。

O
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

①
昨
年
中
の
所
得

の
合
計
頼
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
傾
を
超
え

る

人
②
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
、
給
与
の
年

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
な
ど

で
す
。

申
告
書
の

書
き
方
な
ど
、
分
か

り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
ご
相
談

下
さ
い
。

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
、

二

月

一
日
同
か
ら
三
月
十
五
日
働
ま

で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告
期
限
は
四
月
一
日
間
で
す
。

町県民税申告相談日程表
受付時間午前9時~午後3時

町
県
民
税
申

t己
c 

相

談

町
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
七

年
中
の
所
得
を
平
成
八
年

一
月

一

日
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
に
申

告
す
る

こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

申

告
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成

八
年
三
月
十
五
日
で
す
。

申
告
を
適
正
に
し
て
い
た
だ

く

た
め
に
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り

職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
(
指
定

地
区
以
外
の
方
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。

)
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

町
県

民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

相談日 指定地区 相談J易所

2月 22 日 (木) 志津川

2 月 23 日(翁 田窪北 重信町農村環境改善

2月 26 日(月) 日i窪南 センタ ー

2月 27 日(刈 見奈良

2月 28n (l}¥) 山之内 ・樋口

2月 29 日(桐 横河原 JA重信町北吉井支所

3H 1 日 (金) 西岡

3月 4 日開) 牛測 ・牛測団地 ・播磨台
JA重信町南吉井支所

3月 5 日 ω 南野凹

3 月 6 日(樹 北野田
(新支所)

3月 7 日(木) 下林
JA重信町拝志支所

3月 8 日(甜 上林 ・ 上村

3月 1Hl (月)

3 月 1 2 日(火) 予備日
重信町農村環境改善

3月 1 3 日(制 (指定日に相談でき

3月 14 日(ね なかった人)
センタ ー

3月 1 5 日 (剣

一
月
一
日
よ
り

戸
籍
謄
・
抄
本
な
ど
の

交
付
手
数
料
が

変
わ
り
ま
し
た

戸
籍
手
数
料
令
の

一
部
が
改

定
さ
れ
、
平
成
八
年
一
円
一
日

か
ら
戸
籍
謄
木
等
の
交
付
手
数

料
が
変
わ
り
ま
し
た

3

主
な
改

定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主な戸籍手数料改定内容

手重 類 手数料
( )内 (t ll l 手 数料

戸籍の謄本又は抄本 l通 450(400) 

除籍の謄本又は抄本 1通 750(700) 

戸籍の記載事項証明 l件 350(300) 

除籍の記載事項証明 1 itl二 450 (400) 

届書の受理等の証明 I通 350(300) 



健
康
づ
く

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯
一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
す
る
と

い
う
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日
常
の
中
で

気
を

付
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
く

る

「

骨
組
し
よ
う
症
」

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

申
し
込
み

先

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は

保
健
婦
ま
で

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
九
六
四
ー

四
一
七
O

ま
た
は宮

九
六
回
!

二
O
O

一
間

内
線
三

一
一
・

一
ニ
一
一
一 。

料
理
講
習
会

月 日 場 所 時 間 準備物 内 合'*' 担当

1 骨粗し 4 う症についての理解

エフ。ロン ①原因、症状、治療と予防
2 月 7 日 (7]c) 八反地公民館

夕、ソノ fー
②運動のすすめ

午前10時一 タオ/レ
2 カルシウム強化のため

栄養士

筆記用具
の作戦

保健婦12時30分
①カルシウムの多 く 含ま

運動のできる
れている食品 ・調理法

3 月 6 日 (樹 上村公民館 服装 ②カルシウム強化献立

(調理と試食)

病

気

健

康

教

室

目。

今
回
の
テ
ー

マ
は

、

「
骨
粗
し
よ

う

症
と
肥
満
予
防
」

で
す
。

五
十
才
代
や
六
十
才
代
で
の
減

量
は
無
理
と
あ
き
ら
め
て
は
い
ま

せ
ん
か
。
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
、
あ
き
ら
め
ず
に
減
量
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
、
必
ず
成
果
は
現

れ
て
き
ま
す
二
方
、
骨
組
し
よ
う

症
も
、
骨
量
は
す
で
に
加
才
代
か

ら

少
し
ず

つ
減
り
始
め
て
い
ま
す

。

日
頃
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た

心

掛
け
で
予
防
で
き
る
こ
と
な
ら
、

詳
し
く
知
っ
て
今
日
か
ら
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

。

町
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
/

場
所

町
民
会
館

参
加
費

無
料

事
前
の
申
し
込
み

必
要

定
員

五
十
名

詳
細
は
、
巾
し
込
み
者
に
対
し
、

直
接
発
送
し
ま
す
。

回 月日・時間 内 ~争~ 講 師

講義・ 実技 総合リノ、ビリテーショ ン

2 月 1 日 l射
「毎日したい ー肥満を |功ぐ

サービス

13:30-15: 00 f虫学療法士
シンプル {本操・ストレ ヴ チ」 ih橋誠

講義・調理実宵

2 
2 月 9 日働 「ノ〈ランスのとれた食事を 栄養士

10:00-rno とろう ー かしこ L 、カルシウ 松本 -.rj!: 
ム利用法」

講義 ・実技 7スヂーズスホーツ7ラ7

3 
2 月 16 日幽

「あなたにもできるー エア
Tomorro¥¥' 

13:30-15:0。 健康連動指将士
ロ ビクスを:学:，;~j i実;Jij 久美

講義 ・調上型実習

4 
2 月 21 日制 「ノ〈ランスのとれた食事を 栄養士

10 ・ 00-12 : 30 とろう ーへルシーダイエ y 佐藤光子
トメニ ュ ーを考える」

講義・ 全体討論会 愛媛大学医学部

5 
3 月 1 日働

「骨量iRIJÆ:の結果か ら付制
附属病院

13:30-15:00 放射線科
しょう症を '学ふー」 医師八木大

講義

6 
3 月 7 自体j 「気をつけて/肥満と骨粗 西*笠形外科

13: 30 -15: (1) しょう症 JJ要備や膝の痛み r~帥白木 武
は始ま り ですか? j 

講義・ 実技 7スクーズスホーツク弓ブ

7 
3 月 18 日 1月l

「グン ベル体操で本当にや
TO!llorrow 

13:30-15:00 飽!衆運動指導土
せられるの? j i主;句久美

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
心
と
身
体
の
個
別
健
康

相
談

時
間

場
所

料
金

日
程

午
後
二
時
1

四
時

役
場
保
健
婦
室

鉱
山
料

一
月
八
日
間

・

二
十
九
日
間

一
一
月
五
日
間・
十
九
日
間

※
要
予
約

・

事
前
の
申
し
込
み
が

必
要

(
役
場
福
祉
課
保
健
婦

岱
九
六
回
|
凹

一
七
O
)

対
象

病
気
等
で
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方

時
間

午
後
一
時
三
十
分
l

三
時
三
十
分

町
民
会
館

無
料

一
月
八
日
間
・二
十
六
日
幽

一
一月
五
日
間

・

二
十
三
日
樹

日 料場
程金 所



10 JF乙けめよJ

問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
九
六
四
ー

一
五
O
O
附

親
子
ふ
れ
あ
い折

紙
教
室

、

w-w
 

'

>
,>

-w
一

一

-
W}

'

一

一
一月
十
日
出
午
後

一
時
j

町
民
会
館
第

一
・

二
研
修
室

町
内
小
学
生
児
童
と
家
族

(
児
童
の
み
の
参
加
も
可
)

内
容

ひ
な
人
形
作
り

参
加
費

一
O
O
円

申
し
込
み
先

町
民
会
館
内
町
文
化
協
会
事
務
局

包
九
六
四
l

一
五
O
O
附

問
い
合
わ
せ
先

山
木

包
九
六
四
|

三
三
二

六

主
催

町
文
化
協
会
手
工
芸
部

\句。J

対場 日
象所 時

E圃園田 4山一ー冒圃望匹酒田町

d棺執

務議長
rパニパル・ウイット」

場所

町民会館大ホール

会費(前売り)
、 子供 (4 才以上) 500円 (当 日 7ω円 )
大人 800円 ( 当 日 10COlfjl
主催
重信町親と 子の良
い映画をみる会

後援

重信町教育委員会
重信町文化協会

連絡先

中野 ~964-724 3

佐藤 ~964 - 9608

1 月 27 日(土)

①午前10時一 11時30分
②午後2時一3時30分

日 時

民謡発表会
民謡協会所属 「えひめ今井民謡会」全員が、新

春発表全を聞きます。

愛媛の唄、 祝い唄、器楽合奏に民舞と、

ティに富んだ内容が計画されております。

米場くださし、。

日時 1月 28 日(日)

午前9時30分~

午後5時

場所

町民会館大ホール

主催

þlT文化協会民謡協会

ハフエ

ぜひご

国

幽
明
困

ぬ
札
四
れ
ゆ

一
輪
の
花

、

一
瓶
の
い
け
ば
な
が
、
住
ま
い

に
飾

ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て

、

家
庭
の
中
に
ど
れ
ほ
ど

美

し

い
環
境
が
調
和
よ
く
醸
し
出
さ
れ
、
ど
れほ
ど
豊

か
な
文

化
が
香
り
高
く
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

で
し

ょ

う
。
い
け
ば
な
は
生
活
の
中
に

潤
い
と
明

る
さ
を
も

た
ら
し
ま
す

。

住
ま
い
を
外
見
的
に
装
飾
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
人
と
物
、
人
と
人
の
心
を
内
面
的
に
結

び
つ
け
る
よ
う
に

働
き
ま
す

。

重
信
町
文
化
協
会
の
華
道
部
で
は
現
在
四
流
派

(
池
坊、

小
原
流
、
嵯
峨
御
流
、
未
生
流
)
、
計
十

一

名
の
指
導
者
が

、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
や
集
会
所
な

ど

で
稽
古
を
し
、
そ
の
成
果
を

町
の
文
化
祭
の
華
道
展

で
発
表
し
て
い
ま
す

。

潤
い
と
ゆ
と
り
の
あ
る
人

生
を
送
る
た
め
、
お
花

を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か

グ

連
絡
先
武
智
道
子

(包
九
六
四
|
八

O
九
八
)

J
V持

、
，

r

i
r

.u
 

華

道

部

私
達
の
町
を

も
っ
と

知
り
ま
せ
ん
か

j

重
信
町
誌
販
売
j

昭
和
六
十
三
年
に
改
訂
し
ま

し
た
重
信
町
誌
は
、
多
分
野
に

渡
り
、
重
信
町
に
係
わ
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
た
歴
史
資
料
で

す
。

町
情
勢
の
詳
細
に
つ
い
て

お
調
べ
に
な
り
た
い
方
、
又
参

考
資
料
と
し
て
是
非
ご
家
庭
に

一
冊

お
揃
え
下
さ
い
。

町
内
在
住
の
方

二
、

0
0
0

円

町
外
の
方

三
、

0
0
0
円

〈
舎
人
気
ガ
ダ
ン
ト
ツ
の
本
〉

O

幸
福
の
手
紙
l

内
田
康

夫
著

。

ソ
フ
ィ

l

の
世
界
l

「
コー

ス

タ
イ

ン

・

ゴ
ル
デ
ル
O

マ
デ
イ

ソ
ン

郡
の
橋
|

ロ

パ
l

ト

・
ジ

ェ
l

ム
ズ
・

ウ
ォ

ラ
l

著
0
2

度
目
の
大
往
生
|
氷
六
輔
著
。

学
校
の
怪
談
シ
リ
ー
ズ
ー

ポ
プ

ラ
社
・
等
々

。

図
書
寄
贈
の
お
礼

C

相
原

一
さ
ん

O

八
木
利
照
さ
ん

O

穴
吹
義
教
さ
ん

C

同
省
吾
さ
ん
O

山

崎
公
さ
ん
O

和
出
古
人
さ
ん

O

大
西

佑
子
さ
ん
O

岡
村
桂
さ
ん

O

森
田
重

弘
さ
ん
O

矢
野
繁
子
さ
ん

O

首
藤
ひ

ふ
み
さ
ん

O

柿
原
哲
子
さ
ん

じ

日
野

真
理
さ
ん
O

浅
海
久
子
さ
ん

C

森
金

枝
さ
ん
O

汝
川
義
晴
さ
ん
O

水
田
博

孝
さ
ん

O

阿
部
信
さ
ん
O

織
田
潤
さ

ん
O

高
木
正
夫
さ
ん
:
以
上
の
方
々

か
ら
図
書
を
寄
贈
下
さ
い
ま
し

た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。



六
月
か
ら
九
回
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
平
成
七
年
度
福
寿
大
学
の

開
講
式
が
、
十
二
月
十
二
日

ω
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

七
回
以
上
出
席
さ
れ
修
了
証
を

も
ら
わ
れ
た
方
は
下
記
の
方
々
で

す
。
(
敬
称
略
)

官官ι4すめぶ11 

福寿大学を修了された方々

野野上東高小福寺和隅永佐宮亀岡林松中山高宋大渡江山岡松上佐石高安和佐二日武
中中野倉市野嶋田田回井伯崎田田 岡乙下須 西部 戸 内本本田伯原橋永田伯神野田
喜カフ美 ユ亀 ミフ思、ヤ賀 キカ ヒキ

芳文代貞ツ サ恵基リ 二 豊敦芳ツジ繁煎ヨ正文 サ 喜英敬栄隆ミ 和ヤ亀 デシ
子 雄子市ミ栄子子 一 子郎子子子 ルヱ春手コ 夫巽 専卜 美子一 子久コ譲 子子代香 子 ヱ 賓

福
寿
大
学
に
学
ん
で宋

文
巽

私
は
中
国
の
大
連
に
生
ま
れ
、
日
本

一

に
参
り
ま
し
て
約
五
十
年
に
な
り
ま
す

。

一

私
に
と
っ
て
半
世
紀
以
上
過
ご
し
た

こ

の
国
は
第

二
の
故
郷
で
あ
り
、

言
葉

も
習
慣
も
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
つ
も
り

で
す
が
、
学
ぶ
事
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、

い
た
ず
ら
に
年
を

重
ね
る

事
を
も
ど
か

し
く
思

っ
て
い
た
次
第
で
し
た
。

そ
こ
で
、
一
昨
年
は
高
齢
者
大
学
に

学
び
、
ま
た
今
年
度
は
福
寿
大
学
の
講

義
を
受
け
ま
し
た
が
、
ど
の
お
話
も
と

て
も
わ
か
り
や
す

く
、

興
味
津
々
な
も

の
ば
か
り
で
、
大
い
に
勉
強
に
な
り
ま

た
頭
を
若
返
ら
せ
る
の
に
役
立

つ
事
ば

か
り
で
し
た

。

中
で
も
、
十
月
十
七
日
の
歴
史
文
化

博
物
館
研
修
(
宇
和
町
)
は
、
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。
わ
が
県
に
こ
れ
程
の
博

物
館
が
あ
る

事
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
そ

の
規
模
の
偉
大
き
に
感
服

し
ま
し
た
。
明
治
維
新
以
来
日
本
の
文

化
の
目
ざ
ま
し
い
発
展

ぶ
り
が
よ
く
わ

か
り
、
ま
た
中
国

の
歴
史
と
思
い
合
わ

せ
大
変
感
激
し
ま
し
た
。
重
信
町
に
住

ん
で
六
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
一

年
間
は
本
当

に
有
意
義
な
勉
強
を
さ
せ

て
項
き
感
謝
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、
こ
の
重
信
に
は
、
百
以
上
の

塚
、
古
墳
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す

。

暖
か
く
な

っ
た
ら
ぜ
ひ
そ
れ
ら
を
巡

っ

て
み
る
つ
も

り
で
す

。

そ
し
て
文

化
の

発
展
に
遅
れ
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
っ
て

い
ま
す

。

雨天時2/182月4日(日) 小雨決行

重信中学校グラウンド

第21園
駅伝穴
受 付 午前8時30分一

開会式 午前9時一

スタート 午前 1 0時

コース 重信中学校周辺

ー'_ー-~. -
. 
. ~ 

f 

h ・ 句.・ 
~-- ~ リ
-，ー

第18回
健康マラソン六会
受 付 午前8時30分一

(当日受付)

開会式 午前9時~

スタート 午前9時10分

コース 2km

参加資格 町内居住者、町内の学

校・事業所に通勤 ・ 勤務する者

......._.....-....-....一一一一一---道路にごみを捨てないようにしましょう e一一一一一一一一一，

し
げ
の
ぶ

k
-
A
d
 

a
-

外
必
，

五
白

‘-zD 
ニたつの先祖は火鉢

石
鎚
お
ろ
し
の
包
丁
風
、

皿

ケ
嶺
か
ら
の

松
掘
風
は
、
重
信

名
物
冬
の
風
を
語
り
つ
く
す
言

葉
。包

丁
風
と
は
、

肌
に
冷
た
い

包
丁
を

当
て
ら

れ
た
よ
う
な
切

れ
と
ぶ
寒
さ
、
松
掘
風
は
、
松

の
根
を
も
掘
り
起
、
」
す
ほ
ど
の

強
い
風
を
表
し
た

言
葉

。

そ
ん
な
冬
を
暖
か
く
過
ご
そ

う
と
し
た
、
重
信
の
人
々

の
暖

房
の
知
恵
の
器
展
示
が
、
第
五

向
ロ

ビ
l

展
と
し
て
聞
か
れ
て

い
ま
す

。

「
こ
た
つ
」
と
「
あ
ん
か

」

の

違
い
も
分
か
る
「
ち
ょ
っ
と

あ

っ

た
か
展
」
。
二
月
末
ま
で
で
す

。



12 

. 
同
和
問
題
女
性
学
習

「
ひ
ま
わ
り
講
座
」
案
内

日
時

一
月
十
七
日
附

午
後
七
時
三
十
分
i九

時

場
所

町
民
会
館

第

一
・

二
研
修
宰

テ
ー
マ

「
私
と
同
和
問
題
」

講
師

県
教
委
同
和
教
育
課

指
導
主
事

友
田
義

一
先
生

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

気
を
使
わ
な
い
親
戚
の
人
や
親

し
い
友
だ
ち
が
急
に
来
ら
れ
た
時
、

ま
た
、
ま
と
ま
っ
た
材
料
が
な
い

場
合
に
役
立
つ
惣
菜
作
り
と
い
う

学
級
生
の
要
望
に

応
え
た
料
理
教

室
が
、
重
信
町
保
健
栄
養
推
進
協

議
会
長
伊
賀
ツ
タ
ヱ
さ
ん
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し

、
十

一
月

二
十

七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

材
料
が
代
わ

っ

て
も
応
用
が
効

く
献
立
が
好
評
で
三
種
類
の
惣
菜

と
テ
ザ
l

卜
作
り
に
楽
し
く
取
り

組
み
ま
し
た

。

「
私
は
卯
と
ハ
ム

の
ピ
ー
マ
ン

詰
め
が
好
き
」
と
か
、
「
忘
れ
な
い

う
ち
に
鰯
の
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
を
作

っ

て
み
よ
う
」
と
か
い
う
戸
が
聞

か
れ
、
楽
し
い
講
陀
で
し
た

。

ま
た
、
十
二
月
八
日
に
は
、

「
重

信
町
内
の
伝
統
行
事
を
知
る

」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
は
重
信
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
お
願
い
し
ま
し
た

。

東
倉
貞
市
会
長
さ
ん
よ
り

「
正

月
の
把
リ
方
に
つ
い
て
」
、
和
田
基

一
さ
ん
よ
り

「
雨
乞
い
に
つ
い
て
」
、

恒
同
定
俊
さ
ん
よ
り
「
虫
祈
橋
に

つ
い
て
」
、
永
井
亀
二
郎
さ
ん
よ
り

「

亥
の
子
に
つ
い
て
へ
そ
れ
ぞ
れ

お
話
を
聞
き
ま
し
た

。

そ
の
後
、
閉
講
式
が
あ
り
、
年

間
八
講
座
中
、

六
講
席
以
上
受
講

の
学
級
生
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ

ま
し
た

。
(
学
級
委
員
長
安
永
カ
ヤ
子
)

女

ウ叫ー
文
化
祭
に
お
け
る
女
性
塾
主
催

の
フ
リ

l

マ
ー

ケ
ッ
ト
開
催
は
、

今
年
で
二
回
目
で
す

。

中
-
H

、

準
備
中
の
九
時
前
か
ら
、

下
見
の
お
客
さ
ん
達
も
則
待
の
顔

で
集
ま
っ
て
米
ま
し
た

。

今
年
は

十
二
グ
ル
ー
プ
の
出
店

が
あ
り
ま
し
た
。
花
の
種
か

ら

大

切
に
育
て
た
鉢
植
え
を
販
売
し

て

い
る
グ
ル
ー
プ
あ
り
、

L身
軽
に
な

っ
て
引
っ
越
し
た
い
と
い
う
若
い

夫
婦
あ
り
、
株
々
な
出
店
動
機
が

あ

っ
た
よ
う
で
す

。

お
客
さ
ん
の
中
に
は
「
今
年
も

楽
し
み
に
し
て
い
た

。

」
と
か
「
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
年
に
数
回

あ
る
と
よ
い

。

」
な
ど
、
嬉
し
い
声

が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た

。

性
家
の
中
で
眠
っ
て
い
る
品
々
が

一

再
び
生
か
さ
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い

…

こ
と
で
す

。

店
々
で
楽
し
い
語
ら

一

い
が
あ
り
、
ま
さ
に
楽
し
み
の
わ

一

か
ち
合
い
の
場
に
な
っ
た
こ
と
が

一

大
き
な
収
穫
の
ひ
と
つ
で
し
た

。

一

ま
た
、
十
一
月
二
十
二
日
に
は
、

一

ボ
カ
シ
の
使
い
方
の
講
習
会
や
、

う

役
場
前
に
春
の
花
壇
づ
く
り
を
行

よ

い
ま
し
た
。

一
部
の
コ
ー
ナ
ー
に

し

は
ボ
カ
シ

雌
肥
を
使
っ
て
パ
ン
ジ

ま、
‘

ー
を
植
え
付
け
、
効
果
の
ほ
ど
を

L

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

。

調

(
女
性
塾
休
日
・

M
)
γE

L
 

なつず必+AF 
犬

塾

演
題

「
万
葉
集
」

講
師

竹
田
美
喜
先
生

\
済
美
高
校
教
諭
/

/
愛
大
非
常
勤
講
師
\

日
時

一
月
二
十
七
日
出

午
後

一
時
1

二
時
三
O
分

場
所
町

民
会
館

聴
講
料

無
料

(
整
理
券
を
町
民
会
館
と
図

書
館
に
置
い
て
い
ま
す
)

-

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

主
催

重
信
町
女
性
塾



12月 9 日 (土)、 第7回重信町
「人権を語る集い」が開催
されました。 その中での意
見発表を4固にわたり 、 シリ
ーズで掲載いたしま す。

「
勇
気
を
もっ
て
話
そ
う
」

北
吉
井
小
六
年
堀
口
清
輝

十

一
月
二
十
一
日
の
性
教
育
の

参
観
日
に
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
授

業
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
エ
イ
ズ
と
た
た
か

っ

た
少
年
の
記
録
の
本
を
紹
介
し
て

も
ら
い
、
そ
の
内
容
の
テ

l

プ
を

聞
き
ま
し
た

。

そ
れ
は
、
ア
メ
リ

カ
に
住
む
ラ
イ
ア
ン

リ

ホ
ワ
イ
ト

と
い
う
少
年
が
十

三
議
で
エ
イ
ズ

と
し
ん
断
さ
れ
、
十
八
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
、
病
気
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
差
別
や
へ
ん
見
と
た

た
か
い
続
け
た
話
で
し
た

。

ラ
イ
ア
ン

H

ホ
ワ
イ
ト
は
精
い

っ
ぱ
い
た
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ

の
病
気
を
知
ら
な
い
人
達
が
う
つ

っ
て
し
ま
う
と
誤
解
し
、
そ
し
て
、

13 

友
人
も
な
く
な
り
、
学
校
か
ら
し

め
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

ふ
つ
う
に
生
活
し
て
い
る
だ
け

で
は
、
う
つ
ら
な
い
病
気
な
の
に
、

彼
を
遠
ざ
け
て
、
か
か
わ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
な
ん
て
、
と

っ
て
も

ひ
ど
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た

。

差
別
、
へ
ん
見
と
た
た
か
い
な

が
ら
の
五
年
間
は
、
ど
ん
な
に
苦

し
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
、
胸
が

い
た
く
な
り
ま
し
た

。

そ
し
て
、
彼
は
ぼ
く
た
ち
に
生

き
る
こ
と
の
勇
気
、
た
た
か
う
こ

と
の
勇
気
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

数
日
前
、
い
じ
め
を
苦
に
自
殺

し
た
大
河
内
清
輝
さ
ん
の

一
間
忌

の
記
事
を
見
ま
し
た

。

そ
の
よ
く

u

、
ま
た
中

一
の
男

子
が
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
し
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た

。
一
年
前
の
清

輝
さ
ん
の
事
は
今
で
も
お
ぼ
え
て

い
ま
す
。
呼
び
方
は
ち
が
う
の
で

す
が
、
ぼ
く
は
同
じ
清
く
輝
く
と

書
い
て

「

せ
い
き
」
と
言

い
ま
す
。

年
も

一
歳
ち
が
う
だ
け
で
す

。

こ

ん
な
む
ご
い
こ
と
が
あ
っ
て
た
ま

る
か
と
、
ぼ
く
は
悲
し
く
な
り
ま

し
た

。

そ
し
て
、
な
ぜ
簡
単
に
命

を
絶
っ
て
し
ま

っ

た
の
か
と
思
っ

た
け
れ
ど
、
そ
れ
ほ
ど
追
い
つ
め

ら
れ
て
い
た
の
か
、
つ
ら
い
苦
し

い
地
ご
く

の
よ
う
な
毎

目
だ
っ
た

の
か
と
考
え
る
と
、
清
輝
さ
ん
の

間
り
に
相
談
で
き
る
相
手
が
い
れ

ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か

っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す

。

ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
も
、
一

年
ぐ
ら
い
前
に
、

仲
間
は
ず
し
が

あ
り
ま
し
た
。

一
人
の
友
だ
ち
を

無
視
し
た
り
、
さ
け
た
り
し
た

の

で
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で

差
別
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
人
は
、
自
分
が
差
別
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た

。

差
別
の
こ
と
を
み
ん
な
の
前
で

一一
一
一回
う
の
は
、
勇
気
が
必
要
だ
っ
た

け
れ
ど
、
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
差

別
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
話

し

A円
い
が
も
て
た
こ
と

で
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

今
、
ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、

い
じ
め
や
差
別
は
あ
り
ま
せ
ん

。

男
女
仲
良
く
す
る
た
め
に
、
週
に

二
回
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
け
い

ど
ろ

を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

二

回
を
み
ん
な
と
っ
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す

。

も
し
、
い
じ
め
に
あ

っ

た
り
、

い
じ
め
を
見
た
り
し
た
と
き
は
、

勇
気
を
も
っ
て
周
り
の

人
に
相

談

す
れ
ば
、
解
決
の
道
は
必
ず
あ
る

と
思
い
ま
す

。

い
じ
め
や
差
別
を
な
く
す
た
め

に
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
、
ぇ
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
進

ん
で
い
き
た
い
で
す

。
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…「
女
が
変
る

れ
ま
し
た

。

…

一

号
ド

E
5

引
在
、
核
討
さ
れ
て
い
る
の
が
「
夫
一

一

l
:

ド
バ
・4
2

婦
別
姓
」
の
問
題
で
す
が
、
二

、

一
二
e

…

社
会
が
蜜
る
」

年
後
に
は
克
明
す
る
こ
と
は
確
実
で…

一
i

男
女
共
同
参
画
担
社
会
の
す

。

一

一

実
現
を
め
ざ
し

て
ー

ま
た
‘
火
性
の
高
学
歴

化
や
社
会

一

…
町
社
会
教
育
指
導
員
同
省
吾

進
出
に
と
も
な
い
、

「
腰
か
け
就
職
」

…

…
標
題

「
女
が
変
る
、
男
が
変
る
、

か
ら

「
永
久
就
職
」(
か
つ
て
は
結
婚

…

一
社
会
が
変
る
」
は
、
昭
和
六
十
四
年
を

意
味
し
ま
し
た
が

)
を
望
む
女
性

一

…
の
婦
人
週
間

の
キ
ヤ

吋
チ
フ
レ
ー

ズ
が
増
え
て
、
結
婚
や

出
産
を
機
会
に

一

一
で
す
。

退
職
し
て
専
業
主
婦
と

な
る

山
口
百

一

…
ま
た

、

婦
人
週
間
の
ス
?
ガ
ン

恵
型
よ
リ
、
出
産
後
ち
仕
事
+
乞
続
け

一

…
か
ら
も
、
女
性
の

地
位
向
上

へ
向
け
る

松
田
聖
子
型

が
望
ま
れ
、
「良
妻
賢

一

一
て
の
変
化
が
う
か
が
え
ま
す

コ

母
」
は
死
語
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

u

一

…
昭
和
二
十
五
年
、
「
私
た
ち
の
権
利

仕
事
は
夫
、
家
事
育
児
は
妻
で
は

一

一
と
義
務
を
知
り
ま
し
ょ
う
」

か
ら
出
な
く
、
家
事
や
育
児
を
分
担

し

合
う

一

…
発
し
て
、
昭
和
五
十
年
、
「
男
女
の
平
共
生

、
あ

ら
ゆ
る
分

野
に
女
性
の
能

一

一
等
と
婦
人
の
社
会
参
加
を
進
め
ま
し

力
を
生
か
す

共
同
参
画
型
社
会

の
実

一

…
ょ
う
」
、
そし
て
昭
和
六
イ

一
年
、
「
女

明
を
目
指
す
よ
う
に
な
「
て
き
ま
し

一

一
性
の
能
力
や
役
割
に
つ
い
て
の
固
定

た
。

…

一
的
な
考
え
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
ま
た
、
人
生
八
十
年
時
代
の
到
来

一

…イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
地

は
、
「
人
生
二
毛
作
社
会
」
を
い
か
に

…

一
位
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

盟
か
に
過
ご
す
か
が
課
題
と
な

勺

て

一

一

つ
ま
り

、
人

聞
を
「
男

ら
し
さ
」
い
ま
す

。

一

一
と

「
女
ら
し
き

」
に
区
別
す
る
の
で
定
年
後
や
子
育
て
後
の
人
生
を
有

一

…は
な
く
、
「
人
間
ら
し
さ
」
が
求
め
ら
怠
暗
殺
に

過
ご
寸
こ

と
は
、
仕
事
一
途

一

…
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た

。

昭
で
あ

っ

た
男
性
に
は
意
識
改
革
が
必

…

一
和
五
十
五
年
、
高
橋
展
子
デ
ン
マ
l

要
で
す
。

一

…ク
大
使
が
出
席
し
て

「
女
性
差
別
撤
「
粗
大
ゴ
ミ
」
「
産
業
廃
棄
物
」
「
ぬ

…

一
廃
条
約
」

に
署
名
し
た
国
連
婦
人
の

れ
落
ち
葉
」
と
い
う

言
葉
に
た
と
え

…

一
十
年
中
間
コ

ぺ
ン
ハ
|

ゲ
ン

会
議
で
ら
れ
る

男
性
に
と
っ
て

、

「
第
二
の
人

一

…
は
、
男
性
が
仕
事
を
独
占
し
た

り

、
生
」
は
座

視
で
き
な
い

問
題
で
す
。

…

一
女
性
に
家
事
育
児
を
押
し
つ
け
た
り
そ
れ
は
単
に

「

家
庭
参
加
」

を
強

一

…す
る

こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
を
要
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
火
性
の
立

…

一
分
担
し
合
う

的
Z
3

の
論
理
が

強
調
場
か
ら
も

具
体
的
に
論
ず
る
こ
と
が

一

…さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
女
性
差
別
撤
廃
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
性

…

一
条
約
の
批
准
に
と
も
な
い
.
園

内

の
の

問
題
は
行
き
つ

く
と

こ
ろ

、

男
性

一

一
い
ろ
い
ろ
な
法
律
や
制
度
が
改
正
さ
の
問
題
で
あ
る
か
ら
で
す

。

一

.
‘
.
‘
、
‘
‘
‘
.
‘
.
‘.‘
.
‘
.
‘
.
0
・
‘
.
‘
・6
・
0
‘
‘
・
6
・
‘
.
‘
.
‘
‘6
・
‘
.
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘.0
・
‘
‘
‘
.
‘
.
‘
」
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水
道
の
冬
仕
度

夜の冷え込みに

こ注意下さり。

防寒のじかた
①保温材を巻きます。蛇口

が破裂しやすいので、絵

のように完全に包んで下

さし、。

気
温
が
マ
イ
ナ
ス

4

℃
以
下
に

な
り
ま
す
と
、
防
寒
の
不
完
全
な

水
道
管
は
凍
っ

た
り
、
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
と
く
に
多
い
の
は
次

の
よ
う
な
水
道
管
で
す
。

①
む
き
出
し
に
な

っ
て
い
る

②
北
向
き
に
あ
る

③
風
あ
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
に
あ

フ
Q

O
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、

蛇
口
を
聞
け
、
タ
オ
ル
な
ど
を

か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
と
か
け
て
下
さ
い

。

(
熱
湯
を

急
激
に
か
け
る
と
、
破
裂
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

。

)

②手近なものとして、毛布、
布などをご利用下さい。

なお、これらがぬれない

ように、上からビニール

などを巻いて下さい。

③メ ー ターボックスの中に

使い古しの毛布や布切れ

などを入れ、メ ーターホ

y クスの上にダン ボール

などをのせて{呆温して下

さし、。

男
の
料
理
教
室
開
催

重
信
町
で
は
、
温
か
い
人
間
関

係
に
支
え
ら

れ
た
家
庭
づ
く
り
を

考
え

「

家
庭
、
つ
く
り
セ
ミ
ナ
ーL

を
開
催
し
ま
す
。

内
容

男
の
料
理
教
室

簡
単
で
日
持
ち
の
す
る
料
理
を

作
り
ま
す

。

メ
ニ
ュ
ー

手
綱
寿
司
、
ハ
マ
チ

の
変
り
刺
し
、
結
び
か
ま
ぼ
こ

の
う
に
焼
、
竜
眼
揚
げ
、
お
吸

い
物
な
ど

講
師

重
信
町
栄
養
推
進
協
議
会

会
長
伊
賀
ツ
タ
エ

日
時

一
月
二
十
三
日
閃

午
前
十
時
i

午
後
一
時

場
所

町
民
会
館
調
理
室

対
象

町
内
在
住
の
男
性

参
加
費

無
料

役
場
企
画
商
工
課
ま
で
電
話
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

包
九
六
四
|

二
O
O

一
間

内
線
五
五

二

一
月
二
十
四
日
嗣

午
前
十
時
i

午
後
四
時

J

A

重
信
町
本
所

(
田
窪
)

講
演
「

山
口
県
三
隅
町
上
地

区
に
お
け
る
村
づ
く
り
」

(
平
成
七
年
度
天
皇
杯
受
賞
)

一
日
試
験
場

作
物
、
野
菜

・

花
、
果
樹
、

畜
産
の
四
分
科
会
に
分
か
れ

て
、
試
験
研
究
成
果
の
発
表

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

場
所

政
送
大
学

平
成
八
年
度
第
一
学
期
生
徒
募
集

募
集
対
象

選
科
履
修
生
(
一
年
コ

l

ス
)

科
目
履
修
生
(
半
年
コ
ー
ス
)

出
願
受
付

一
一
月十
五
日
附
ま
で

-
放
送
(
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ

オ
)
を
利

用
し
た
新
し
い

学
習
シ
ス
テ
ム

・
多
彩
な
教
捜
陣
、
三
百
科
目
を

越
え
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
あ
る

学
習
科
目

-

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
学
べ
る
生
涯
学
習
。
入
学

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
愛
媛
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

宮
九
二
三
|

八
五
四
四

一
月
十
日
は

「
一
一O
番
の
日
」

ピ
・
ポ
・パ
す
ば
や
い
コ
ー
ル

一
一
O
番

一
一
O
番
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
か

②
い
つ
、
ど
こ
で
、
目
標
は

③
事
件
の
あ
ら
ま
し
は

④
犯
人
の
人
相
、
特
徴
、
逃
げ

た
方
向
は

⑤
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
は

悩
み
事

・
困
り

事
・

要
望
・
意
見

な
ど
は

「
第
2

一
一
O
番
L

O

一
二
O
l

コ
二
九
一
一
O
へ

松
山
東
普
察
署

郵
便
局
で
は
、
通
常
貯
金
通
帳

を
よ
り
便
利
な
新
総
合
通
帳
へ
切

り
替
え
る
お
取
扱
い
を
行
っ
て
い

ま
す

。
新
総
合
通
帳
に
は
、
送
金
サ
ー

ビ
ス
が
新
し
く
付
き
ま
し
た

。

送
金
サ
ー
ビ
ス

・

全
国
二
三
、
八
O
O
局
の
ど
こ
の

郵
便
局
か
ら
も
送
金
で
き
ま
す

。

(
窓
口
取
扱
時
間
外
で
も

A
T

M
の
利
用
時
間
な
ら

O
K
)

-

金
額
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
一
三

O
円
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
送
金

で
き
ま
す
。

-

家
賃
な
ど
の
入
出
金
、
同
窓
会

・

会
費
な
ど
の
集
金
に
便
利
で
す
。
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十
一
月
二
十
六
日
、
町
民
会

館
に
お
い
て
、
女
優
の
大
場
久

美
子
さ
ん
を
迎
え
、
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

F
U

約
四
百
名
の

町
民
の
皆
さ
ん

-
r

叫
が
集
ま
っ
た
中
、
以
前
テ
レ
ビ

ピ
〈

で
よ
く
見
た
「
コ
メ

ッ

ト
さ
ん
」

一j

が
登
場
し
『
健
康
っ

て
す
ば
ら

里
氏

し
い

』

と
題
し
、
自
ら
の
体
験

r
一

や
家
族
の
事
な
ど

エ
ピ
ソ
ー
ド

じ
ら

を
交
え
な
が
ら
、
健
康
で
あ
る

持
場
事
の
大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

大 来町

『

. 一
、.，刷、.

ゲートポーJ~ -
大会開催

十
一
月
二
十
四
日
、
重
信

川
緑
地
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
老
人
ゲ
l

ト
ボ
ー

ル
大
会
に
は
十
五
チ

ー
ム

約
百
名
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
ま
し
た

。

元
気
い

っ
ぱ
い
コ
l

ト
を
動
き
回
り
、

一
プ
レ
イ
、
一
プ
レ
イ

に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た

。

上
住
順
位
は
右
の
と
お
り
で
す
。
(
堀
池
チ
ー

ム
は
初

優
勝
)

年
の
瀬
を
控

え
た
十

二
月
中

旬
、
町
内
の
保

育
所
・

幼
稚
聞
で
お
も
ち
つ
き
が

行
わ
れ
ま
し
た

o

・s
-

地
元
の
お
年
寄
り
に
助
け
て

も

:

ら
っ
て
、
今
で
は
珍
し
く
な
っ
た

つ

き
ね
と
う
す
で
の
お
も
ち
つ
き
に

.
，

b

じ
H
E
、
。

J
，•• 

判
行
悩
宅

.

「
お
も
た
い
よ

1

」
と
言

い
な
が

も

ら
も
、
が
ん
ば
っ
て
重
い
き
ね
を

・
}

ふ
り
上
げ
、
た
く
さ
ん
の
お
も
ち

a


を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

出
来
立
て
の
や
わ
ら
か
い
お
も

ち
は
格
別
お
い
し
か
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す

。

(
表
紙
・

裏
表
紙
関
連
)

a

か
え
ん
ぴ
つ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
は
子
年
、
十

二
支
の
ト
ッ

プ
で
す

。

昨
年
は
、
年
明
け
早
々

阪
神
大
震
災
が
起
き
、
以
降
事
件

の
多
い
暗
い
年
で
し
た
が
、
今
年

は
気
分
一
新
、
い
い
年
に
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
つ
も
毎
号
広
報

を
作
る
に
あ
た
り
、
頭
を
悩
ま
し

て
い
る
も
の
の
ひ
と
つ
が
表
紙
の

写
真
で
す
。

表
紙
は
、
人
で
例
え
る
な
ら
第

一
印
象
み
た
い

な
も
の

。

表
紙
が

気
を
引
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
も

っ

と
よ
く
知
り
た
い
と
思
い
、
中
を

見
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
も

の
。
反
対
に
あ
ま
り
気
を
引
く
も

の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
開

け

ら
れ
ず
ご
み
箱
に
ポ

イ

ッ
か
、
い

い
と
こ
ろ
、
な
べ
し
き
・
。
(
つ
い

先
日
も
あ
る
お
宅
で
み
か
ん
の
皮

が
置
か
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま

し
た

。

)

ま
あ
そ
れ
だ
け
に
、
表
紙
の
写

真
に
は
、
強
い
思
い
入
れ
が
あ
り

ま
す
。
今
月
の
表
紙
は
「
お
も
ち

つ
き
」
。
一
ニヵ
所
の
保
育
所
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
が
、
生
き
生
き
と
し

た
子
供
の
表
情
が
と
れ
ず
、
落
ち

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

写
真
の
難
し
さ
と
奥
の
深
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す

。

広報の早期配付にご協力下さい。
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日(曜) f丁 事 名 時間 場所

1 (柑 病気~IJ健康教室① 13:30 -15: 00 IIJT 民会館

2 幽

3 (土)

4 (日) 年平竺 'j'/竺' 400問.吟合 j~:~~~竺!~~j ~~~~~~~:~~ 
当番医永山内科 松山市北梅本町 fi'976 -1788 

おとしより健康相談室 (要予約) 14: 00-16: 00 役場保健婦室
5 (月) - ー ・ ー ー ・ーーー ー ーー ー ー ー ・ ・ ・・・ ーー ・ ー ー ー ー・ ー ー ・ー- - - ー ー ー ， ・・ ーー ---- ー ー ー ー ー ---ーー ー ー

リハビリ教室 13:30-15:30 町民 会 館

6 (刈

7 (村 健康づくり料理講習会「カルシウム館」 10:00-12:30 八反地公民館

行政心配ごと相談所 1 3: 00-15 :0。 役場2階第l会議室
-- ・ ・ -ー ・ ー ー ーーーーー ー ・ー ー ー ・ ー・ ー ー ーーー司 ー ー ー 『 ーー ー・ ・ ー ーー ーーー -ー・ー ー -------

8 (村 3才児健康診査
13:00-14:00 町民会館

(H4年10月 ・ 11 月 ・ 1 2 月生まれの者)

9 (翁 病気別健康教室② 10:00-12:30 町民会館

1 0(土)

ll (日) 当番医宮内病院 松山市北侮本町 fi'975 -0091 

1 2伺) 当番医 愛媛+全医療学院附属病院川内町南方公966-5011

1 3(刈

離乳食学級
14(7)<) 1 3:30- 1 5:0。 IHT 民会館

(H 7年10月 ' 11 月生まれの者)

15(村 人権相談所 10:00-15:0。 重信町役場

病気別健康教室③ 13:30-15 : 0。 IUT 民会館
16幽 ー ・ ーー・ー ー ・ ー ・ー ー ー ー - - 甲 骨ーー ーーー ー ー ー ー ー・・ ー ー - - - ー ーー ・ ・・ ーー - ーー -・ ・ ー ーーー ーー ー ー --

婦人団体研修会 9:30- 町 民会館

17(土j

1 8(日) 当番医渡部内科 松山市南梅本町 fi'975 -2232 

1 9(月) おとしより健康相談室(要予約) 1 4:00-16:0。 役場保健婦室

20(火j

2 1(村 病気別健康教室④ 10:00-12:30 町民会館

心配ごと相談所 13: 00-15: 00 役場2階第 l会議室
ーー ーー ーーー ー ーー ー ーー ー ー --- -_ .・ー ーー ーー ー ー・ー・._ -- ーー - - - ー ーー ー ー ーー

22(榊 乳児健康診査
13:30-14:30 IIJ T 民会館

(H 7年4 月 ・ 7 月・ 10丹生まれの者)

23(翁 リハビリ教室 13:30-15: 30 町民会館

24(土)

25(日) 当番医 友愛内科・小児科 松山市水泥町 9゚76-6262 

26(月) 健康相談(各地区)281:1 (7)<) まで

27(火) 粗大ごみ回収日(横河原1也氏のみ)

28(利 組大ごみ I~J~x 日

固定資産税第4矧 ・ 国民健康保険税第8Jt月納期限
29(村 ーーーー ー ・・・ ・・ ー・ー- - - - - 押 - -・ ---- - ・_ - -- - ー ー ー -- ・・ー ー・ - ーー 『 ー ー ーー ・・，ー ー ・・ ー

水道使用料12月 ・ 1 月分納期限
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戸
籍
の
窓

十
二
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

牛横横牛検樋見下樋 住
i可 j可 I可 1J才ョ、Z 

測!東原 j抑l 原口良林口 所

末波西大 竹 佐岡成概原
保光毒修 村南下伯賢松 護喜 勝志和賢治 一 f申俊彦 者一宣 義正 郎 二

亜ゐ賞店理・j 香二か昌 i将t英栗 L利 '1 千ら 出
希き章~ ì少さ奈な希さ平A i紗さ秋? 生!尼
11 11 11 11 11 11 11 11 10 生
- ・ 年月
20 15 15 14 11 11 6 1 31 日

西牛牛西北北西 住
野野

問洲洲岡田田岡 所

早村竹松米 +11 小牧 {呆瀬尾谷]J~譲
議康泰 市岳彦弘宏広賢 ~n 詰 者

辛苦 ?優士草案ん早さ未ん拓た庸彦1 出
太た さ 明的 < 盆三
且11 ろ jC:-~ L香か容か夢t' ì毎み P !尼う』

12 11 11 11 11 11 11 生
-・・ ・ ・・・ 年月
3 29 26 25 25 21 20 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

下 上 南上田下見北志上 住
野 奈 野 i宰

林林田林;笠林良田 川林 所

越 山束 前議波安 寺 西 山
氏智内村岡市部 T 争原内

貞書庫俊 太 ミ 正宏 名明ヱ直 H発郎清ヱ宝志亨

78 81 58 76 81 80 76 76 52 19 
年
d寸bヨ、

12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 '9E1 

-・・ ・
てご
σコ

8 5 28 24 22 20 17 11 11 10 日

、
.
J

今
年
の
干
支

f
l
9

・

に
ち
な
ん
だ
表

‘‘ 
..... ‘1
・
酬
。

「
4

，

M

紙
の
ね
ず
み
の

1

・
、

置
き
物
は
、
清

愛
国
の
園
生
が
作
っ
た
も
の
で
す

。

砥
部
焼
の
原
材
料
と
な
っ
て
い

る
土
を
使
い
、
白
磁
仕
上
げ
と
い

う
本
格
的
な
焼
き
物
で
す

。

十
二

、

三
年
前
か
ら
作
り
始
め
、

こ
れ
が
好
評
で
八
年
前
か
ら
は
本

格
的
に
作
業
を
し
て
い
ま
す

。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
注
文
生
産
で
、

今
回
は
約
三
百
個
作
り
、
完
売

。

毎
年
注
文
さ
れ
る
方
も
い
ら

っ

し
ゃ
る
そ
う
で
す

。
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